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博士論文の要約
東アジア文化研究科 文化交渉学専攻
13D2204 丁 世絃 
近代韓国における儒教の展開
―経学院を中心として―
本論文は日本植民地期の韓国の儒教を朝鮮総督府の傘下機関として社会教化を担当して
いた経学院、および経学院を中心として行なわれた朝鮮総督府の儒教政策と関わる儒教儀
礼、儒教講演会、儒教の宗教化、儒教教育について考察したものである。
近代韓国の儒教の特徴を一言でいうと儒教の一般化である。両班に代表される韓国の上
流階級が享有していた儒教文化は、身分制がなくなった日本植民地期にその貴族的姿を変
えて一般化が試みられた。ここでは近代韓国における儒教一般化の様相を儒教儀礼の変化
と簡素化、一般人向けの儒教講演会、儒教の宗教化と日常的参拝の空間になった経学院、
経学院の付設教育機関である明倫学院、漢文教育などを通して考察するとともに、その特
徴および背後に潜んでいる植民地儒教の同化と吸収の論理を明らかにしたい。
第一章では成均館の廃止と経学院の設立について論じた。朝鮮王朝の成均館は国家最高
の教育機関であったが、科挙制の廃止によってその存続の意味を失い、近代的学問機関と
して改革を目指したが、結局時代に遅れていると判断され成均館は廃止された。そしてそ
の教育機能を停止し、社会教化機関として設立されたのが経学院である。経学院は成均館
の釈奠を継承するほか、講演会を経学院および地方郷校で開いて朝鮮総督府の儒教政策と
新政の趣旨を伝える儒教機関として朝鮮王朝の伝統を受け継ぐ一方、朝鮮総督府の社会教
化に奉仕する機関であった。
 第二章では儒教儀礼の近代的変遷とその機能について考察を行なった。経学院の釈奠は
成均館のそれを継承したものであるが、朝鮮総督府は釈奠それ自体より、釈奠を通じた儒
教教化の方が重要であった。そのため釈奠時間を変更して午前中に釈奠を終わらせるとと
もに釈奠に集まった人々を講演会に参加させ、朝鮮総督府の新政趣旨の説明と儒教教化を
行なった。釈奠の式次第は簡略化され、添香礼のような新たな形式も追加された。1935年
以後、経学院の釈奠は 4月 15日、10月 15日と変更された。 
 『儀礼準則』は朝鮮王朝の儒教儀礼の簡素化を目指して制定されたものであり、朝鮮総
督府は「儀礼準則」制定とともにその詳しい内容を本として（『儀礼準則』）発行し、煩雑
な儀礼の問題を解決しようとした。しかしここには 1930年以後の経済的困難という背景と
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韓国伝統の冠婚葬祭の断絶という面も存在する。一方、地域には儀礼などの社会教化を担
当する「教化主事」を配置した。彼らは社会教化および冠婚葬祭を監督した。明倫学院の
卒業者の中に教化主事として活動した人が相当存在したのも興味深く、朝鮮総督府の政策
と経学院の関係を物語っているともいえよう。 
 第三章では儒教講演会について検討した。講演会は 1910年代の経学講演、普通講演から
徐々に変化を見せ、1930年代になると経学よりは戦争や満州の状況、儒林としての自覚、
戦争に対する婦人の心得などの時局講演に変わり、経学関連の講演は次第に消えてしまっ
た。 
 経学院は 1910 年代から日本の斯文会と交流したが、1920 年代、その交流が一層活性化
され、お互いの釈奠に参加するほか講演も行なった。その中でも注目されるのは「孔子二
千四百年追遠記念祭」（1922 年 10 月）と「湯島聖堂復興記念儒道大会」（1935 年 4 月）で
ある。1922 年の記念祭は斯文会が孔子祭典会を合併し、釈奠の伝統と儒教・漢学研究、講
演、雑誌の発行を行なう日本儒教を代表する機関になったことを植民地韓国・台湾に見せ
ると同時に、日本の国民に儒教の力を示す機会であった。儒教の命運を担っているのは日
本であるということも講演では述べられた。 
 1935年の儒道大会は関東大震災で焼けた湯島聖堂を復興したことを記念する大会であっ
て、そこには植民地韓国や台湾だけでなく、中国の儒者、孔子の子孫、顔子の子孫も参加
した。 
この会議では中国の儒教は衰退し、日本が儒教の伝統を継承しているという趣旨の講演
が行なわれた。韓国・台湾・中国の参加者に対しては同種同文と儒教という共通の文化が
強調された。 
第四章では経学院における儒教の宗教性に関する議論の変遷のほか、心田開発運動以降
の政策である敬神崇祖・信仰心の涵養による儒教宗教化の様相につき考察した。近代の孔
子教運動は西洋に対する東洋の文化・東洋の宗教を検討する中で展開した。韓国で植民地
初期に起こった孔子教運動と 1930年代の孔子教運動はその目的が違い、前者は孔子教を通
して儒教の復活と西洋に負けない東洋文化としての儒教の意味を探るものであったが、後
者は国民の精神を統一するという目的があった。 
このような傾向は日中戦争以後、一層強調され、経学院の職員や明倫学院生徒の朝鮮神
宮参拝、明倫学院における愛国式、宮城遥拝、復活した焚香礼などの宗教的儀式が行なわ
れた。経学院は日常的参拝の空間になり、様々な学校の生徒や教師が経学院を訪問し掃除、
参拝を行なった。学校の関係者のみならず、韓国・日本・中国の官僚も経学院を訪問し参
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拝しており、経学院は宗教的意味も持つ複合的教化機関となったのである。 
第五章では経学院の付設教育機関である明倫学院および漢文教育について検討した。明
倫学院の設立目的は儒教に関する教授と人格の陶冶であったが、1936年、儒学に関する講
究と国民道徳の本義を闡明することになった。明倫学院は郷校の財産により運営され、生
徒は学費を払う必要がなかった。明倫学院の生徒は全国各地の儒林の子弟であり、卒業後
教化主事や学校の教師として活動した。かつて成均館が完了を養成する機関であったよう
に、明倫学院の卒業生には 1945年以後官僚になった人が相当いる。その中には李家原のよ
うに研究者になった人物から国会議員、有名な書道家、現在の成均館の館長になった例も
あることが確認できた。 
公教育における儒教教育は漢文教科からも見ることができる。漢文教科は朝鮮総督府の
教科方針に沿って行なわれたが、時代によって方針も変わり、教科目としての地位も変化
しつつあった。注目されるのは第 2 次朝鮮教育令期の漢文教科書である。文化統治を始め
た朝鮮総督府は漢文教科書の文章を韓国・日本の漢籍からも選定するようにした。当時韓
国語で教える科目は朝鮮語と漢文しかなかったことや韓国の歴史と地理を朝鮮語及漢文の
時間に教えたのは教科目上の漢文教科の地位を表わす。また「吐」を加えるようになり、
韓国式の漢文教育が行なわれたのも興味深い。しかし 1930年、日本語科目の一部として漢
文教科書が発行され、韓国式の漢文教育から日本式の漢文教育に変えられてしまった。 
本論文では教育、儀礼、儒教講演など多様な経路を通して国民の生活に浸透した近代の
韓国儒教の実際の姿を検討した。それは「内地」の状況と朝鮮総督府の指揮、またそれを
忠実に伝えた経学院と儒林の協力および教育・教化活動によって誕生した「編集された儒
教」であった。しかし儒教道徳や儀礼のテキスト化、儒教の大衆化の面はそれまでにない
革新的な性格をもっていたと評価できる。 
本論文において明らかにした韓国近代期の儒教の展開とその実際の姿は今後、近代東ア
ジア儒教研究の一つの手掛かりになるとともに、日本の植民地であった台湾や満州におけ
る儒教の様相と実態、さらに近代日本儒教の実体を検討する際に一つの材料になることが
期待されよう。  
 
